
 

第 34回全日本学生ライフセービング選手権大会（2019/御宿海岸） 

代表者会議 
 

日程：2019年9月20日（金） 出場確認 18時30分～19時30分   代表者会議19時30分〜 

場所：御宿町公民館                                                                

9月 21日（土）  ＜小潮＞ 干潮  02：15 ( 45) / 13：50 ( 93)   満潮  08：56 ( 120) / 19：43 ( 135)  

                   日出/日没  05：26/17：39  

9月 22日（日）  ＜小潮＞ 干潮  03：16 ( 48) /  14：35 ( 104)   満潮  10：38 ( 114) / 20：21 ( 129)    

                          日出/日没  05：27/17：38 

 

受付、配布物の確認 

大会プログラム、その他 

 

(1) チーフレフリー挨拶および競技における確認事項 

① 選手宣誓      （ 竹内歩(日本体育大学) ） 

② オフィシャル宣誓  （ 比嘉礼央奈(法政大学) ） 

 

■<競技> 

1) 競技規則「2019年版」に則って競技を行う。 

2) ハンドラーを必要とする競技には「競技規則」に従って、ハンドラーを選出しチームキャップを必ず被ること。 

3) 競技に出場する選手は、マーシャルまでに両腕上腕の側面に選手番号を解り易く記載すること。 

4) 出場確認および個人種目の変更については、本代表者会議開始前に終了しているため変更することはできない。 

5) 当日不参加の選手が出た場合は、該当する競技エリアのマーシャルに前以て申し出ること。大会 1日目 7時まで

に、2日目7時までに公式掲示板に組み合わせ表を掲示する。各自ヒートとコースを確認の上、各競技開始10分

前までに競技エリアのマーシャルに集合すること。 

6) 大会当日の条件によって、競技規則規定によるブイ設置の方法のコースを変更することがある。 

7) 【制限時間について】チーフレフリーまたはセクショナルレフリーは、次のラウンドに進む競技者が確定した時、

または競技者の技能不足により安全上競技を継続させることが危険と判断した場合、競技者に競技の中止を指示

できるものとする。 

8) 過去の競技会で日本ライフセービング協会より支給されたラッシュは着用不可とする。 

9) タイムテーブルは、天候や競技運営状況により変更が生じる場合がある。最新タイムテーブルは、放送および公

式掲示板にて随時発表する。 

10) 競技結果（決勝組み合わせを含む）は、すべて公式掲示板に掲示するので、各チームで確認すること。 

11) 総合順位は、実施種目の70％以上（男女別）の最終競技結果を以って成立するものとする。 

 

■<特別種目>    

① 1㎞×3ビーチリレー 

・ 靴の着用は競技中の安全を考慮し、使用可能とする。 

・ スターターの合図により競技者はスタートし、所定の１㎞のコースを走り、たすきをチェンジオーバーゾー

ン内（20ｍ）で次の競技者に手渡す。同様のコースを計 3 名でリレーをし、第 3 競技者がゴールした順に着

順を決定する。 

・ 競技中に他の競技者を故意に妨害してはいけない。 

・ 参加チームの『たすき』は各学校で必ず用意すること。 

・ 『たすき』は布製で長さ1m60㎝から1m80㎝、幅 6㎝を標準とする。 

・ 『たすき』を用意できなかったチームについては出場することができない。 

・ 『たすき』は必ず肩から脇の下に掛けなければならない。 

・ 渡された『たすき』は速やかに肩に掛けること。 

・ 『たすき』は代表者会議において学生委員会に承認を得なければならない。 



 

② BLSアセスメントについて 

・ 午後は混み合うので、午前中の空いている時間帯に受けるようにすること。 

・ チームユニフォーム、キャップを着用し両上腕に選手番号を記載すること。 

※ 身体が濡れた状態での参加はできない 

 

■<大会会場> 

1) 選手のウォーミングアップおよびダウンは、決められた場所で行うこと。 

2) 競技に出場する選手以外は、競技エリアに立ち入らないこと。 

3) 実施されている競技、または次の競技に出場する選手以外の競技器材は、競技エリアに持ち込まないこと。 

4) 競技器材は、決められた器材置場に置くこと。但し、自然条件によってはチーフレフリーまたはセクショナルレ

フリーの判断で器材置場が変更となることがある。その際は、チーフレフリーまたはセクショナルレフリーの指

示に従うこと。 

5) サーフ種目では、蛍光色ラッシュベスト着用義務化に伴い、競技会以外（練習やアップ等）についてもできる限

り着用することを推奨する。 

6) 大会期間中、競技エリア以外で一般の方の事故やケガ等を発見した場合は、近くのテクニカルオフィシャルまた

は大会本部に知らせること。 

 

(2) オーシャンマン,オーシャンウーマン,オーシャンマンリレー,オーシャンウーマンリレーの種目順の抽選 

 

1番目            2番目            3番目            4番目    ラン   

 

(3) 諸連絡 

1) （BLS分科会）BLSアセスメントについて 

2) （安全課/九十九里LSC）競技会場等の連絡事項 

3) （国際武道大学トレーナーチーム）トレーナーステーション活動および救護活動について 

4) （学生委員会） 

5) （御宿 LSC）避難経路等 

 

 

（4）質疑応答 


